
12 かいぎんエコマガ Vol.80 2011 年 11月 13かいぎんエコマガVol.80 2011 年 11月

■高品質のレタスを安定供給
　パン製造でおなじみの「株式会社ぐしけん」が昨年９月
からレタス栽培を始めている。レタスは自社のサンドイッチ
や惣菜に使用され、他社との味の差別化が目的だそうだ。
　そのレタス栽培事業の中心人物であるリサイクル事
業部長の知念進氏は、「無農薬で育てる安心・安全のレ
タスをお客様に提供したいと思いました。県内でレタス
生産が困難な時は本土産も仕入れてい
ましたが、品質が安定しなかったんです。
お客様は味の変化に敏感ですから、鮮
度の高い野菜を安定して供給する必要
がありました。レタス栽培というのは初め
ての事業でしたが、旧工場の有効利用
もできるということで始めました」
　準備には１年以上かかった。北中
城の旧工場の一部を植物工場に改
装し、９月から稼働させた。密閉され
た専用の栽培室で、光・温度・二酸化炭素濃度などを人
工的に管理する。レタスは土でなく培養液を使った循環
式養液栽培システムで育てられ、種を植えてから35～
40日程で出荷する。種類は、フリルレタス、グリーンリー
フ、サニーレタスの３種類。
　「季節や台風などに関係なく、一定の品質で一定量を
計画的に生産できます。病原菌や害虫被害もないので
農薬も使いません」
　植物工場で生産したレタスは色合いが良く、葉も大き
くしっかりしている。瑞 し々い張りと艶があり、かなりの高
品質を誇る。年間約16万株の収穫を予定しており、サン
ドイッチや巻き寿司、ベーカリーなどで自家消費されてい
たが、今年６月から「コープおきなわ」でも販売が始まった。
■売り切れ必死の人気野菜
　「コープで販売してもらっていたサンドイッチや惣菜の

レタスが美味しいと評価されたのが始まりです。そこから
青果部門バイヤーの方からコープで販売できないかと
お話がありました」
　コープの野菜売場では「安全・安心」と「地産地消」を
目指している。そのコンセプトにぐしけんのレタスがぴた
りはまった。
　「当社でも植物工場野菜の認知を高めたかったので、

そういうプロモーションをしてくれるなら、
とお願いしました」。出荷されたレタスは県
内８店舗で350株もあったが、納品当日に
ほぼ完売したという。リピーターも多く、露
地栽培のレタスが入手困難なこの時期は
特に人気で、1人当たりの販売数が限定
されるほどだ。県内の他のスーパーからも
引く手あまたというが、現在の生産体
制では追いつかないということで断ら
ざるを得ないと知念氏は話す。

　また、工場自体も各方面から多くの視察や見学申し込み、
問い合わせが殺到しており、注目度の高さを感じさせる。
「手探りで始めた植物工場ですが、やってみて様 な々可
能性を感じました。県民の皆様に夏場も新鮮野菜を安
定供給できる。露地では栽培できなかった野菜も作れる
かもしれない。そうすれば多くの種類の野菜を選ぶ機会
ができる。沖縄県内で作った安心で安全な野菜を広く提
供できるというのは、県内の経済活性化になると思いま
す。雇用も拡大できます。そのためにも工場を拡張した
いんですが、電力コストが一番の問題です」
　厳重な管理を行う植物工場では、初期投資よりも運
営コストの低減が課題となり、LEDの導入も少しずつ
始めたが問題も残る。特に電気料金に関しては、コスト
低減につながる農事用電力の早急な認可に期待を寄
せている。

工場栽培のレタス３種。露地栽培のもの
より日持ちするという。店頭で見かけたら
即購入を勧めたい。

リサイクル事業部　執行役員事業部長　知念進氏

無農薬で安心・安全な野菜を安定供給したい。
今は、それだけにとどまらない可能性を感じています。

株式会社ぐしけん
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製造者主導による商品開発

連携パターン
●安心・安全な野菜の安定供給
●他社との味の差別化

参入のきっかけ 目標を具体的に設定し、それを紙に書きとめ、目標達成に向けた日々の具体的実行計画を持っている
だろうか。目標の実現可能性を高められるかどうか、それが幸せになれるかの分岐点だ。

　ある県外出身の経営者いわく「沖縄に来て以来、県
知事になりたいという人にもう何人も会った。県外では考
えられない」と驚いていた。夢を大きく持つのは多いに結
構だが、少しこそばゆくなった。また、飲み会ともなると
「実力に応じた仕事が与えられない、チャンスがない」と
いう嘆きをよく聞く。実際、能力の高い人は多いが、沖縄
ではその資産を十分に使い切れてないと思う。自分の能
力を客観的に評価し、多くの人が自分サイズの具体的目
標を持つだけで沖縄はパワーアップするはずだが･･･。

●経営者にとって目標設定は当たり前
　どのビジネス書を見ても、目標設定の大事さが切 と々
書かれているが、現実社会では日々 の業務に忙殺され、
人に決められる人生を送っている人が多いはずだ。一
方、成功している経営者は、ほぼ例外無く目標設定力が
高い。もっとも有名なのはソフトバンクの孫正義社長だ。
19歳の時に「20代で名乗りを上げ、30代で軍資金を
最低で1,000億円貯め、40代でひと勝負し、50代で事
業を完成させ、60代で事業を後継者に引き継ぐ」という
人生50年計画を立てた。高校時代には、何度も門前払
いされながらも、あのマクドナルドの藤田社長との面談
を果たした。その際に「渡米するならコンピューター関
連を学びなさい」と助言され、それが今日の成功に至っ
た。何があっても、誰が反対しても、絶対に諦めきれない
熱い想いがあって「目標」だ。実際、県内経営者の方々
も、例外なく魂のこもった目標をもっている。
●目標を持てば人のことが気にならない
　うさぎとカメの童話からも目標設定の大事さが学べる。
先行したうさぎはカメが遅いのを見て昼寝したが、これは
うさぎが常にライバルを意識して戦っていたからだという。
一方、カメは山という目標に向かって一歩一歩進んだ。と
かく日本人は人との対比、ライバルとの競争で自分のポ

ジションを意識する思考があると言われるが、明確な目
標を持っている人は他人との競争に価値観が見いだせ
ないようだ。目標のある人間は、他人のことを批判したり、
ひがんだりすることに興味がなくなり、自分の目標達成
過程を楽しめるようになるのだ。
●「目標」を実現化するための３つの手順
　沖縄の人は、芸事・武道などアフター５で明確な夢を持
っている人が多い気がする･･･。誰もが大成功を目指す必
要はないが、ビジネス面での目標もやはり必要だろう。「目
標」を明確に設定し、実現可能性を高めるためのポイント
は下記３つである。
①写真の様にそれを達成したときの具体的な映像がイ
メージできる言葉で「目標」を設定する。『The Wish 
List』の著者バーバラ・アンさんは「フランスへ行きた
い」ではなく、「ルーブル美術館でモナリザと対面す
る」など、欲望に直結する具体的なリストにすることが
重要と説いている。

②「目標」を紙に書き出し、日々 それを見て（財布や手帳
に挿み込み）確認できるようにする。
③実行計画通りに日々 実行する。実現のために今日、今
週、今月やるべきことをリストアップし、小さな成功体
験を日々 積み重ねていく習慣をつける。

　沖縄版ことわざ「黄金（くがに）言葉」で目標を設定
する大事さについて探してみたが、私が探す限りフィッ
トする言葉は見つからない。目標設定は沖縄の人間が
もっとも不得意とする部分の一つなのかもしれない。折
しも、相撲界では琴奨菊が大関昇進口上で「万里一
空」という目標の大事さに関する言葉を用いた。絵で
説明できる自分の「目標」とは何か、紙に書き出せてい
るか、達成のために今日何をしたか。企業の経営戦略
だけでなく、社員の目標設定力を高めることも、企業力
を高めることにつながるということを再認識されたい。
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琉魂異才…琉球古来の精神を失わずに、異国の学問・知識を地域にあった形で消化・解釈し、
 ビジネスに活用しようというメッセージを込めた造語。

工場内では蛍光灯の光を当てて栽培されてい
る。管理担当者が生育状況を厳しくチェックする。

株式会社ぐしけん事業部
〒901-2304　沖縄県北中城村字屋宜原675
TEL  : 098-933-2864 

問い合わせ先 : 


